















































なか難しかった。革命前 （といっても十数年前だが）のロシアの雰囲気が漂うヴェルシーニンやトゥーゼンバッハ 哲学的な会話や長台詞などはカットせざるを得なかった。学生の人生経験からいっても台詞術から言っても、これらの台詞を言わせることはお客さんを退屈させることになっただろう。総じて、事件と人間関係だけを追う結果となり、 「三人姉妹」 もつ厚さみたいなものを削てしま ことになった。
　それにしても、 「三人姉妹」は名作だと、改めて感じさせら





きるだけテキストに忠実に」と言う以外、最初から演出プランを提示しない方法を取っている つまり、 「できるだけテキストに忠実に」という、その〝忠実〟の具体性を提示しな 。提示するのは役者のおおまかな出入り場所ぐらいである（それも最初は暫定であり、変えたければ変えてもいいと言っ あ ） 。
　キャラクターや関係性、雰囲気等は、まず学生に考えさせる（今回は、登場人物相関図を書かせた） 。そしてある程度シーンが通るようになってから、具体的演出（役者プランの変更も含めて）行う してい 。最初からこちらのプランを提示した方が楽であったり、より良いものができたりする かもしれないが、役者が演出の言われたとおり ことを再現 だけの存在になってほしくない、あくまでも表現者として存在してほしい、考える力を養ってほしいと思 るから ある。
　ところで、毎回別の作品を取り扱っているが、教員同士では、





ないので、いろいろな資料を とに、 「それらしく見せる」という方法を取らざるを得なかった。軍服などは白衣を染め、加工して作った。 軍足も作業靴を購入してすませるしかなか た。本学科には服飾美術系があるので その学生とコラボレーションできると随分良 ものにな と思うし、実際服飾美術系の員ともコラボレーション 話はしている。 かしながら、服飾美術系もいろいろなイベント 抱えているので、 現するにはもう少し時間が掛かりそうだ。
　小道具も同様である。サモワールに関してはなんとか手に
入ったが、他に関しては〝ら 〟と う範疇を越え ことはできなかった。お金のこと 仕方がないが、衣装・小道具とも「時間」がなくて、妥協した点も多かった。教員側も、どうしても演技者の方に時間と神経を掛けがちになる。こ 辺 今後の反省材料となろう。
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